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安田彰先生は，2017（平成29）年3月31日をも
って，亜細亜大学経営学部ホスピタリティ・マネ
ジメント学科を定年退職されます。ここに謹んで
安田彰先生へ贈る言葉を述べさせて戴きます。
安田先生との出会いは，ある意味，劇的と申し
ますか，巡り合わせと申しましょうか。思い返せ
ば2008（平成20）年の初頭，石塚隆男先生と当時
経営学部長を拝命していた小生は，緊張して（正
直に申せば悲痛な面持ちで），JR 山の手線・有楽
町駅の正面にある東京交通会館10階の日本政府観
光局（JNTO）に向かい，その一室にて先生とお
会い致しました。と申しますのも2007（平成19）
年秋に，経営学部の新学科ホスピタリィ・マネジ
メント学科設置のための新任人事が教授会で否決
されたため，新学科設置はほとんど絶望的という
状況下，2008（平成20）年3月までに新任人事が
うまくいけば，再度，新学科設置に向けて，具体
的には，2009（平成21）年度入学の入試に向けて
の活動ができるという追い詰められた場面に我々
は直面していたからです。
通常は公募となるところ，上記のような逼迫し
た事情から教授会に先に認めて戴き，その承認を
持ってお頼みする先生のところにお願いに行くと
いう方式が取られました。石塚先生が，ご自身が
お持ちの超人的な能力をフルに生かし，不眠不休
にて安田彰先生に関する膨大な資料を集め整理し
てくださったお蔭様にて，教授会において，安田
先生が了解して下さるならば人事は認める，とい
うところまでやっと辿り着いたところでありまし
た。
石塚先生と小生は，初対面の安田先生にこの場
に来た経緯を詳細にお話し，1年後の2009（平成
21）年4月から，新学科であるホスピタリティ・
マネジメント学科のトラベル分野担当の専任教授
として来て戴きたい旨のお願いに入ったところ，
大変なご理解を戴き，2009（平成21）年4月から，
安田先生を我らがホスピタリティ･マネジメント
学科の専任教授としてお迎えすることとなりまし
た。心より感謝致しております。
新学科のホスピタリティ・マネジメント学科に
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専任教授として来られてからも，安田先生は大変
な博学にて，また多くの趣味を持っていらっしゃ
ることを知りました。東京外国語大学のロシア語
学科をご卒業されたことからロシア語は当然，そ
して JTB アメリカの副社長も歴任されたことか
らもわかりますように英語も堪能で，また，JTB
にて人事部長も歴任されたことから，学生諸君の
就活指導もまさに得ることが満載，という先生で
いらっしゃいました。
小生も新学科のホスピタリティ・マネジメント
学科がスタートすると同時に，所属が同学科へと
変更になり，初対面以来ご一緒する機会に恵まれ
ました。安田先生からは個人的にも多くのことを
学ぶことができました。小生自身もまた，安田先
生が理事をされていた「日本国際観光学会」に入
会させて戴き，観光学とくに観光経営について学
ばせて戴きました。
先生の博学・多趣味ぶりには色々なところで遭
遇致しました。Greeting Card はご自身手づくり
の切り絵，それもかなりプロな図柄です。何枚も
戴きました。大切に保管させて戴いております。
研究室に伺えば，いつもコーヒーとお菓子が用
意してあり，ご相談といえば安田先生の研究室に，
という具合いに，ホスピタリティ溢れる研究室に，
ついついご迷惑とは思いながら長居をしてしまっ
たことが懐かしく思い出されます。
AUJP（亜細亜大学ジャパンプログラム）にお
きましては，とりわけその多趣味ぶりが発揮され
ていました。安田ゼミのゼミ生の協力のもと，イ
ンドネシアからの留学生の高尾山への登山を毎回
企画実施したり，そのインドネシアの留学生にお
習字を教えたりなど，大変なご貢献でした。今年
の夏も AUJP にてインドネシアから留学生がや
って参りますが，もしよろしければボランティア
にてお願い申し上げたい気持ちで一杯です。
安田先生とは，観光業界について，小生の専門
である管理会計の観点から色々質問させて戴いて
おりました。そのための資料も機会あるごとに戴
いていて，共著にて観光関係の論文を書くことに
なっていましたが，ついに小生の怠惰のために実
現しませんでした。誠に申し訳ございませんでし
た。しかし，二人での共著こそなりませんでした
が，二人で学会発表する機会が思いがけなくもや
って参りました。2016（平成28）年10月15日，本
学にて日本国際観光学会の第20回全国大会が開催
されることになり，そのなかに安田先生と小生の
基調対談がプログラムとして組まれたのです。安
田先生と北村靖道先生が実行委員をなさり，「祝
祭のツーリズム」というテーマのもとでの学会開
催です。名誉なことに何もわからない小生を実行
委員長して下さいました。本当に名ばかりにて誠
に申し訳ございませんでした。当初は，どうしよ
うかまごつきましたが，安田先生がしっかりと準
備され，小生はその準備に乗せて戴くことで，無
事終えることができました。
安田先生との対談は「祝祭のツーリズムと旅行
業のこれから」というテーマです。小生からは，
日頃より疑問に思っていることを問いかけ，安田
先生から，その問に，専門の立場からお答え戴く
というものでした。小生の事前準備も遅れがちな
状況でした。安田先生からあらすじを戴き，それ
に小生がデータなどを入れてパワーポイントを作
成し，また検討して戴くという作業の繰り返しで
したが，この繰り返しの過程にても新たに多くの
ことを学ばせて戴きました。対談はもちろん先生
のリードのもと，無事に終えることができました。
大変うまくできたというお褒めの言葉まで戴きま
した。大変素晴らしい思い出となりました。心か
ら御礼申し上げます。
この大会は安田先生のアイデアにて，落語あり
和太鼓ありの大変画期的な大会となりました。確
かに祝祭は楽しくなければ意味がありません。大
いに楽しませて戴きました。観光の素晴らしさを
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身を持って経験させて戴きました。感謝感謝です。
月日が経つのはやっぱり速い。沢山の楽しい思
い出を有難うございます。
安田先生！ いつも楽しく博学に満ちたお話し
とともに，また，一杯飲みに行きましょう。楽し
みに致しております。いつまでも万年青年でいて
ください。
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